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震災関連予算可決
12月定例会は、12月6日～19日に開かれ、

震災関連等の一般会計補正予算 2 億 4395 万
円、新制度による農業委員等の定数の制定、

教育委員の任命同意等、議員提出として、手
嶋議長の不信任決議、ＴＰＰ関連陳情、地方
議員の年金加入意見書等を審議した。

12
月
定
例
会

総合体育館耐震工事に　２億1885万円

賛成12　反対２で可決

賛成11　反対３で可決

全会一致で可決

討 論
教
育
委
員
任
命
同
意

地
方
議
員
の
厚
生
年
金

加
入
意
見
書

反対　青亀議員　
　町村議会に子育て世代や若い世代
が挑戦できないのは、年金制度では
なく報酬の低さではないか。
　報酬をそのままにして、３万円を
超える年金拠出金を出せば、今の生
活はさらに厳しくなる。

反対　青亀議員　
　この方は町の地方創生の審議会の
トップを務められており、町の基本
計画の委員長も務められている。
　行政と教育の独立性に疑念があ
り、賛同しかねる。

賛成　新藤議員　
　町村では、議員の無投票当選が増
加し、なり手不足が深刻です。議員
には基礎年金しかありません。若い
世代に立候補を期待するため賛成で
す。

賛成　桑本賢治議員　
　人物、識見とも立派な人材であり、
賛成です。

新制度による琴浦町農業委員会の委員等の定数

●農業委員の定数は 13 人以内。
●農地利用最適化推進委員は 12 人以内。
●平成 29 年４月１日から施行
　※ただし、現行制度は 29 年７月 19 日まで。

天井が落下した総合体育館
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討 論

反対　澤田議員　
　一連の議長の対応は不十分だと思うが、議長に猛
省を促して、ここは一致団結して取り組む必要があ
り、反対する。

反対　井木議員　
　議長はよくやっておられるので反対です。

反対　桑本賢治議員　
　戒告処分を受けた議長は許されないことは飛躍の
し過ぎと考える。陳情の受理は適法と思う。不信任
議決はやりすぎと思い、反対する。

賛成　小椋議員　
　戒告の懲罰を真摯に受け止めていただきたい。議
会運営委員会の決定に対して従っていない面も見ら
れる。
　議長は、公正・公平に判断すべきだが、今の議会
では欠けている点が多々あり、賛成する。

賛成　川本議員　
　戒告処分を受けた議長は、本会議場でも一切謝罪
が無かったと思う。また、私本人に対して侮辱の発
言の謝罪は、今現在まで一言もありません。自分は
悪いことをしていない、暴言を吐いていないんだと
いうことに私は憤りを感じています。
　手嶋議長の言動については、これ以上許すべきで
なく、賛成します。

手嶋議長不信任可決
（賛成９名　反対4名）

議長不信任決議
議長　手嶋正巳君を下記の理由により信任しない。

（理由）
議長　手嶋正巳君は、先の臨時議会において「戒告」の懲罰をいいわたされた。議会の最高権威であ
る議長としての存続は許されないのは衆目の一致するところである。
そもそも懲罰の原因となったのは、本会議出席問題に対する無原則的な対応もさることながら、根本
的には議会運営委員会の決定をないがしろにする議会運営であり、このような事実は絶対に看過され
るべきではない。
次に、陳情の受理で、自らが主宰して確定した議事を否定する陳情の受理は、会議規則の規定に反し
ます。
また、名誉毀損になりかねない陳情の受理に対する議員の当然の質問に答えないようなことは議会の
代表者としての議長の最低限の適格性に欠けるものであり、この点でも不信任に値する。
よって、議長手嶋正巳君を信任しない。
以上決議する。

　12 月12 日、本会議に下記の議長不信任決議
（提出者青亀議員、賛成者新藤議員）が提出さ
れた。討論採決の結果、賛成多数で可決された。
　川本議員が「不信任された議長では、審議に
加わる事が出来ない」との理由で退席し、7名
の議員がそれに同調。会議出席者が過半数を

割った為、議長は出席催告を行った。しかし、
8 名はこれに応ぜず地方自治法113 条但し書き
により出席議員7名で議事を進行し、散会した。
　手嶋議長は、12 月19 日の全員協議会にお
いて、「今後の事は、後援会とも相談の上、1月
中に臨時議会を開催する」と言及した。
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賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
審議結果 大

平　

高
志

澤
田　

豊
秋

桑
本　

賢
治

語
堂　

正
範

山
田　

義
男

藤
堂　

裕
史

藤
本　

則
明

新
藤　

登
子

高
塚　
　

勝

川
本
正
一
郎

小
椋　

正
和

青
亀　

壽
宏

前
田　

智
章

桑
本　
　

始

井
木　
　

裕

手
嶋　

正
巳

賛
成
反
対

臨
時
会

議長 手嶋正巳君に対する処分要求の件
（「戒告」の懲罰を課すことについて） 可決 8 4 ○ × × × 欠 ○ 欠 ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × 除

定　

例　

会　

教育委員会委員の任命につき同意を求める
ことについて 同意 11 3 × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 議

議長不信任決議について 可決 9 4 ○ × × × ○ 欠 ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ × 除

地方議会議員の厚生年金制度への加入を求
める意見書の提出について 採択 12 2 × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

この表に掲載していない議案は、全会一致で可決、陳情は全会一致で不採択となりました。
○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　議＝議長　除＝除斥※１　※１　一身上に関する議案のため採決には加わりません。

請願・陳情
件　　名 提出者 要　　旨 付　託

委員会
委員会
の意見

本会議
採択結果

意見書採択のお願い
（要請）

11/6 ストップ
TPP 緊急行動 ･
鳥取集会
実行委員長

鎌谷一也

１．TPP について
速やかに交渉経過や交渉内容の全情報
を明らかにされ、撤退も含めた対応決
定も視野に、地域・各分野など国民的
な議論の徹底を図っていただきたい。

２．米の生産調整について
30 年から実施としているコメの生産調
整の廃止については、国の責任におい
て生産調整を継続していただきたい。

農建

不採択

ＴＰＰ関連
法は国会で
成立し、願
意に添うこ
とはできな
い

不採択
《全会一致》

◆  

人　

事  
◆
◆

高
塚
良
平
教
育
委
員
の
途
中

辞
任
に
伴
う
、
教
育
委
員
の
任

命
に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

　
　
　

佐　

伯　

健　

二　

氏

任
期　

平
成
29
年
１
月
１
日
～

平
成
30
年
10
月
26
日

国
に
意
見
書
提
出

「
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制

度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書
」

地
方
分
権
時
代
、
地
方
公
共
団

体
の
自
主
性
及
び
自
立
性
が
求
め

ら
れ
る
中
、
地
方
議
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
と
責
任
が
重
く
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
村
で
は
議

員
へ
の
立
候
補
者
が
減
少
し
、
無

投
票
当
選
が
増
加
す
る
な
ど
、
住

民
の
関
心
の
低
下
や
地
方
議
会
議

員
の
な
り
手
不
足
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

地
方
議
会
に
お
け
る
人
材
確
保

の
観
点
か
ら
、
地
方
議
会
議
員
の

厚
生
年
金
制
度
加
入
の
為
の
法
整

備
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
強
く

要
望
す
る
。

◆
◆
訃　

報
◆
◆

平
成
29
年
１
月
９
日（
月
）

藤
堂
裕
史
議
員
が
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
に
初
当
選
さ

れ
て
、
３
期
、
十
余
年
に
わ

た
り
、
地
方
自
治
の
推
進
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
教
育
民
生
常
任

委
員
会
委
員
長
を
は
じ
め
、

広
報
特
別
委
員
会
委
員
長

な
ど
も
歴
任
さ
れ
、
町
政
発

展
と
町
民
の
生
活
向
上
の

た
め
に
一
身
を
さ
さ
げ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

藤
堂
裕
史
議
員
の
ご
功

績
と
ご
遺
徳
を
偲
び
、
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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手嶋議長に戒告処分可決11
月
臨
時
会

懲
罰
委
員
会
報
告

質疑　澤田議員　
　この度の件の背景について議論し
たのか。

質疑　大平議員　
　反対意見は出なかったか、全会一
致だったのか。

答弁　前田懲罰委員長　
　委員の皆さんはその場におられた
ので、会議録の内容を見て決定した。

答弁　前田懲罰委員長　
　委員一人ひとりに意見を聞いた。
全会一致であった。戒告文の内容に
ついて１人反対があった。

質疑

　11月21日開催され、一般会計補正予算 3 億
6551万円（震災対策事業 1億 5934 万円、道
路整備事業 1億 4151万円、臨時福祉給付金
6246 万円）の増額、震災対策事業の内、八橋
土俵会館の震災復旧事業 882 万円が事業の是
非を巡って議論が集中、一旦白紙にもどし検討

する事を条件に可決した。
　また、９月議会で設置された手嶋議長に対す
る懲罰委員会から戒告処分の報告があり、討論
採決の結果、賛成８名、反対４名で可決。高塚
副議長から手嶋議長に対し、下記の戒告を言い
渡した。

9 月 21日の不適切言辞の内容

語堂議員が 9 月定例会初日及び 2 日目、所用の為
と言う理由で欠席届を提出。手嶋議長が許可した。

「所用の理由は？」の問いに手嶋議長は、電話にて

問合せ。「東京で健康診断」と返答。しかし、主の
目的は、重要な会議に出席していたことが判明。

9 月 21 日全員協議会で、手嶋議長が川本議員に
対して、「あなたも 6 月議会に同じ理由で欠席した」
と発言。川本議員は、「欠席理由もはっきりと述べて、
手嶋議長から正式に許可を受けている」と反論。「議
員としての名誉を傷つけられた」と議長への処分要
求書を提出。9 月 23 日懲罰委員会が設置された。

戒告文
議長　手嶋正巳君は、9 月 21 日の全員協議
会において、定例会における欠席議員に関
する協議中、他の議員に対して不適切な言
辞を用い、議会の品位を失墜させた。この
ことは、議長の職分にかんがみ、まことに
残念である。
したがって、地方自治法第 135 条第 1 項第 1
号の規定により戒告する。
　　　　　　　平成 28 年 11 月 21 日

琴浦町議会

被災した八橋土俵会館
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総務常任委員会
12 月 13 日に委員会を開き、各課から説明を受け、

委員が質疑を行った。
中でも道の駅「琴の浦」の営業時間延長に伴う人件

費補助には質問が相次いだ。この件については、引き
続き出店側と委員の議論の場を設けることとした。

午後は、改修予定のカウベルホールの空調設備を
視察。改修金額、ホール内の今後の改修予定につい
て、質問が相次いだ。　　　　委員長　桑本　賢治

事
業
評
価
の
取
組

🆀
本
町
に
適
し
た
行
政
評
価
の
仕
組

み
は
ど
う
す
る
の
か
。

🅰
事
業
計
画
、数
値
目
標
、事
業
成
果
、

事
業
評
価
ま
で
を
一
連
の
流
れ
と

し
た
事
業
説
明
シ
ー
ト
を
作
成
す

る
。タ

ブ
レ
ッ
ト
の
導
入

🆀
議
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、

紙
資
源
の
節
約
、
業
務
の
効
率
性

の
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

🅰
議
会
運
営
委
員
会
で
協
議
し
て
欲

し
い
。
決
ま
れ
ば
予
算
要
求
す
る
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納

🆀
コ
ン
ビ
ニ
収
納
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
明
細
の
表
示
は
出
来
な
い

か
。

🅰
10
月
末
現
在
、
４
，７
９
４
件
、

　

６
，９
１
６
万
円
収
納
さ
れ
て
い

る
。
昨
年
に
比
較
し
て
12
％
の
伸

び
。
明
細
表
示
に
つ
い
て
は
相
談

す
る
。

教育民生常任委員会
12 月 14 日に委員会を開催し、教育総務課をはじめ各課

からの説明を受け、各委員が質問をして各課の取り組みに
対しての理解を深めた。

午後は総合体育館、赤碕、東伯の文化センターの視察を
実施した。体育館では、中部地震の被害状況と今後の回収
予定の説明と新しく取り入れられたトレーニング器具など
の利用状況の説明を受ける。

赤碕、東伯両文化センターでは、それぞれのセンターで
の取り組み等、活動の説明を受けて現地視察を終えた。

委員長　小椋　正和

カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
指
定
管
理

🆀
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
指
定
管
理
候
補

者
の
選
定
に
つ
い
て
は
。

🅰
指
定
管
理
者
を
公
募
し
、
審
査
し

た
が
適
当
な
団
体
と
し
て
の
要
件

を
備
え
て
い
な
い
と
判
断
し
、
来

年
度
は
町
で
運
営
を
行
う
。

🆀
再
公
募
は
無
い
の
か
。

🅰
時
間
的
に
無
理
と
判
断
し
て
い
る
。

🆀
施
設
の
改
修
に
つ
い
て
は
。

🅰
ホ
ー
ル
空
調
シ
ス
テ
ム
の
設
計
等

の
検
討
も
し
て
き
た
が
、
中
部
地

震
を
受
け
て
の
改
修
等
の
検
討
も

必
要
と
な
り
、
改
修
計
画
の
見
直

し
が
必
要
と
な
っ
た
。

総
合
体
育
館
改
修

🆀
総
合
体
育
館
の
改
修
は
。

🅰
ア
リ
ー
ナ
全
体
、
ト
イ
レ
、
窓
ガ

ラ
ス
飛
散
防
止
対
策
等
を
、
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
債
と
し
て
実
施

し
、
29
年
10
月
末
完
成
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

多額の改修費用が見込まれるカウベルホール空調設備

つり天井が落下した総合体育館アリーナ



― 7 ―第51号　2017年２月１日　ことうら議会だより

10
月
17
日
６
次
産
業
化
に
係
る
現
況

と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
町
職
員
、

㈱
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
琴
浦
、
漁
師
一
家
、

２
社
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

前
者
は
農
業
参
入
し
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

を
使
用
し
た
ジ
ャ
ム
、
ア
メ
、
ジ
ュ
ー

ス
な
ど
外
注
で
地
元
の
良
い
も
の
を
重

点
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
、
ふ
る
さ
と
便
」

な
ど
で
販
路
開
拓
を
し
て
い
る
。

後
者
は
、
海
産
物
を
加
工
し
て
「
漁

師
一
家
」
ブ
ラ
ン
ド
で
販
売
。
季
節
毎

に
旬
の
海
産
物
の
Ｄ
Ｍ
を
送
付
し
販
売

す
る
会
員
制
の
通
信
販
売
、
体
験
民
泊

に
よ
る
海
と
の
ふ
れ
あ
い
を
提
供
し
て

い
る
。

続
い
て
町
の
企
業
誘
致
の
現
状
と
今

後
の
方
針
を
聞
い
た
。

委
員
長　

新
藤　

登
子

12
月
６
日
委
員
会
を
開
催
し
、
国
に

申
請
し
て
い
た
地
方
創
生
推
進
交
付
金

事
業
の
二
次
募
集
の
結
果
の
説
明
を
受

け
た
。

今
回
は
水
産
養
殖
企
業
に
対
す
る
支
援

と
し
て
５
０
０
万
円
の
交
付
金
を
受
け
ら

れ
る
事
と
な
っ
た
。
現
在
工
事
が
進
め
ら

れ
て
い
る
株
式
会
社
鳥
取
林
養
魚
場
の
銀

ザ
ケ
養
殖
事
業
の
補
助
金（
琴
浦
町
水
産

養
殖
企
業
支
援
事
業
費
補
助
金
）の
一
部

と
し
て
支
給
す
る
事
と
な
っ
た
。

委
員
長　

高
塚　
　

勝

地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会

企
業
誘
致
推
進
特
別
委
員
会

農林建設常任委員会
12 月 15 日に委員会を開き、所管担当課である建

設課から町営住宅の地盤陥没問題、農林水産課か
ら ｢芝収穫機｣ の現地実証試験の概要、上下水道課、
農業委員会から事業の進捗状況などの説明を受け
た。

町営住宅の地盤陥没は 800 万円の追加補正予算
が提案され決定した。｢芝収穫機｣ の問題と現地視
察として鳥取県園芸試験場にて ｢梨の新品種の育
種とジョイント栽培｣ についての研修は別項に記
載する。

TPP などに関する陳情は、国会での審議経過を
踏まえ ｢不採択｣ とした。

農林水産課から地方創生加速化交付金を使い、鳥
取大学などに開発を委託していた ｢芝収穫機｣ の現
地における実証試験結果が報告された。

ほぼ完成段階といわれるマシーンは、駆動系が電
力に統一され、河島農機の手によるもので完成度の
高いものに仕上がっていた。

しかし、今後の課題は作業能力の問題となる。
委員長　青亀　壽宏

わが町の農業の双璧のひとつである梨について
新品種の育種と新しい栽培方法である「ジョイン
ト栽培」について園芸試験場の池田隆政果樹研究
室長（農学博士）から有益な講義を聞いた。

これからの有望品種もさることながら後継者や
新規就農者にも梨栽培ができるような技術革新と
してのジョイント栽培は、既存の整枝剪定の難し
さから必要不可欠な取り組みであるとの感を強め
た。

梨のジョイント栽培（園芸試験場）

６次産業化で意見交換

銀ザケ養殖場（赤碕新港）
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先進地視察の報告（11月15日〜16日）議員視察研修

視察を終えて……
今回の視察は、従来常任委員会ごとに行っていたものを合同で行った。それぞれの特徴ある事例を参考に

しながら、本町の地方創生に生かしていかなければと感じた。

養豚業からはじめて 70 年をかけ、６次産業化を達成
した。併せて温泉施設やパークゴルフ場を設置し、食
文化と生活文化の一体化が図られている。

現在は、「ライトピア構想」として、本物の食と健康
をテーマに各施設の運営や直売所の開設など、補助金
に頼らない農業６次産業化の実践が行われていた。

我が町も畜産の町であり、多いに参考になった。

埼玉県比企郡川島町の「ebf グリーンテック㈱」。
「アクアポニックス」という魚の養殖と水耕栽培を合

体した新しいシステム。
大まかな仕組みは、養殖した魚の排泄物が微生物に

よって分解され、そのエキスを植物の栄養分にして作物
を育て、収穫する。植物が栄養分を吸収することにより、
水が浄化され元の養殖池に戻る。また、養殖した魚は食
用として活用するという夢のようなシステムである。

妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援（シームレスケア）
を行うため、医療・保健・予防・福祉の効果的連携を図
る仕組みとして取り組んでいる。中学校区を基本とした
日常生活圏域を３圏域設定し、圏域ごとに地域の特性や
課題に応じた多様なサービスを提供している。

本町でも 29 年度よりことうら版ネウボラが開始予定
であり、地理的条件等の違いはあるが、多いに参考にす
べきものであった。

平成 28 年 11月15 日㈫〜16 日㈬、埼玉県日高市の㈱埼玉種畜牧場（サイボクハム）、埼玉県川島町の
ebf グリーンテック㈱（アクアポニックス）、埼玉県和光市の和光市における子育て支援（わこう版ネウボラにつ
いて）の3ヶ所、議員11名、随行員4名で視察研修を行った。

・・・農業資源を生かした６次産業化の推進・・・

・・・アクアポニックスについて・・・

・・・わこう版ネウボラについて・・・

㈱
埼
玉
種
畜
牧
場

グ
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
㈱

和　

光　

市
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質問議員 質　問　事　項 掲載ページ

桑本　賢治 ①災害に強く安心安全な地域社会を目指して 10

高塚　　勝 ①防災について 11

澤田　豊秋 ①防災減災対策について 12

新藤　登子 ①認知症、不明者の見守りと支えについて 13

小椋　正和 ①集落支援員について
②鳥取中部地震から学ぶことは 14

青亀　壽宏 ①琴浦町における障がい者福祉のあり方について
②鳥取県中部地震を教訓にし、地震に強い街づくりについて 15

桑本　　始 ①国家戦略特区による古民家再生と観光による地域再生戦略について
　（提言） 16

大平　高志 ①中部地震を受けた今後の取り組みについて
②障がい者自立支援の取り組みについて 17

語堂　正範
①琴浦町がんばる地域プランについて
②妊娠、出産、子育てに対する包括支援について
③地域おこし協力隊について

18

川本正一郎 ①琴浦物産フェアについて
②道の駅「琴の浦」について 19

※青色のつけてあるテーマについて、本紙で詳しく紹介しております。

先進地視察の報告（11月15日〜16日）
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中部地震の被害はどうか

農林水産業関係や文化財に
被害が　山下町長
大きな被害は無かった　小林教育長

問

答
桑本　賢治 議員

県
中
部
地
震

県
中
部
地
震
に
よ
る
琴
浦
町
の
被

害
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

人
的
被
害
や
公
共
土
木
施
設
の
被

害
は
無
か
っ
た
が
、住
宅
や
墓
地
、

農
林
水
産
業
関
係
や
文
化
財
等
に
被
害
が

あ
っ
た
。学

校
施
設
へ
の
大
き
な
被
害
は
無

か
っ
た
。
児
童
生
徒
に
ケ
ガ
は
無

か
っ
た
。「
心
の
ケ
ア
」に
お
い
て
、ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は

効
果
的
で
あ
っ
た
。

防
災
力
を
高
め
な
け
れ
ば

　

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
は
「
こ
れ
ま

で
知
ら
れ
て
い
な
い
断
層
が
動
い
た
」
と

の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

自
然
災
害
が
起
き
に
く
い
地
域
だ
と
安
心

し
、
幾
ば
く
か
の
油
断
も
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
改
め
て
、
地
域
の
防
災
力
を
高

め
な
け
れ
ば
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

山
下
町
長

災
害
発
生
時
は
、
被
害
状
況
把
握
等
に

職
員
が
追
わ
れ
、
身
動
き
が
取
れ
な
か
っ

た
。
改
め
て
地
域
住
民
の
助
け
合
い
が
必

要
と
感
じ
た
。
現
時
点
で
33
組
織
、
41
自

治
会
の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い

る
が
、
機
会
と
捉
え
て
自
主
防
災
組
織
の

結
成
を
呼
び
か
け
る
。

児
童
の
意
識
が
重
要

小
林
教
育
長

学
校
教
育
で
は
、
い
つ
で
も
地
震
が
起

こ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
様
々
な
機
会

を
捉
え
て
、
児
童
生
徒
に
意
識
さ
せ
る
と

と
も
に
、
ま
ず
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
と
い
う
自
助
の
意
識
を
持
た
せ
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

耐
震
化
促
進
計
画
は
。

　

耐
震
度
調
査
に
基
づ
く
公
共
建
物
の
耐

震
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

問

問問

問

答答

答

答

答

答
耐
震
化
は
、
終
わ
っ
て
い
る

山
下
町
長

「
琴
浦
町
震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
促

進
事
業
」
で
対
応
し
て
い
る
。
２
階
建
て

以
上
か
つ
１
，０
０
０
㎡
以
上
の
町
有
施

設
32
棟
に
つ
い
て
は
、
全
て
耐
震
化
が
終

わ
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
天
井
の
非
構
造
部
材
の
落
下

等
が
あ
っ
た
の
で
、
今
後
点
検
・
整
備
を

進
め
る
。罹

災
証
明
発
行
は

　
罹
災
証
明
が
速
や
か
に
発
行
さ
れ
、
保

険
金
申
請
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
と
い
う

声
も
あ
る
が
。

各
課
強
力
で

西
長
総
務
課
長

総
務
課
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で

各
課
動
員
を
か
け
、
３
班
体
制
で
毎
日
発

行
し
、
３
０
０
件
余
り
発
行
し
た
。
今
後

は
、
修
繕
に
対
す
る
補
助
金
や
支
援
金
の

事
務
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

国登録文化財にも被害（転法輪寺本堂の柱）

ひび割れが生じた町道
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10月21日の地震対応は

震災体験を生かし検討

問

答
高塚　　勝 議員

防

災

対

策

ど
の
様
な
避
難
誘
導
を
し
た
の

か
。

防
災
無
線
で
の
身
の
安
全
、
余
震

注
意
、
津
波
対
応
、
被
害
報
告
な

ど
を
し
た
が
、
放
送
が
遅
す
ぎ
る
、
火
災

の
注
意
喚
起
が
な
か
っ
た
と
指
摘
が
あ
っ

た
。

外
国
人
、
障
が
い
者
対
応
は

　

言
葉
が
通
じ
な
い
外
国
人
や
目
や
耳
や

身
体
の
不
自
由
な
方
へ
の
対
応
は
。

電
話
、
訪
問
で
対
応 

山
下
町
長

外
国
人
に
は
対
応
し
て
い
な
い
。
障
が

い
者
に
は
、
電
話
や
訪
問
で
安
否
確
認
を

行
っ
た
。保

育
園
や
小
中
学
校
対
応
は

　
園
児
や
小
中
学
生
に
対
す
る
対
応
及
び

問
題
点
は
。

連
絡
に
時
間
が
か
か
っ
た 

山
下
町
長

午
前
の
地
震
で
避
難
対
応
準
備
を
し
た

り
、
保
護
者
一
斉
メ
ー
ル
で
対
応
し
た
園

も
あ
り
、
全
保
護
者
へ
の
連
絡
に
時
間
が

か
か
る
点
が
問
題
だ
っ
た
。

訓
練
が
活
か
さ
れ
た

小
林
教
育
長

避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
た
の
で
対
応
で

き
た
。
問
題
点
は
、
停
電
時
の
放
送
、
保

護
者
へ
の
連
絡
な
ど
で
あ
る
。

耐
震
調
査
耐
震
工
事
は

　
町
や
民
間
施
設
の
耐
震
調
査
、
工
事
、

内
外
装
の
落
下
防
止
、
家
具
備
品
の
転
倒

防
止
策
は
。

民
家
は
補
助
あ
り

山
下
町
長

民
家
は
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
落

下
防
止
な
ど
は
啓
発
を
行
う
。

防
災
意
識
の
向
上
を

　
官
・
民
共
に
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

訓
練
な
ど
を
行
う

山
下
町
長

防
災
訓
練
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成
、

防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う
。

大
災
害
時
の
対
応
は

　
大
災
害
時
（
阪
神
、
東
日
本
、
熊
本
）

の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
で
き
て
い
る
か
。

修
正
す
る

山
下
町
長

防
災
計
画
を
策
定
し
て
い
る
が
、
不
十

分
な
部
分
を
修
正
す
る
。

避
難
所
、
仮
設
住
宅
建
設
地

は

　
大
災
害
時
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
建
設

地
の
準
備
は
。

出
来
て
い
る
が
見
直
す

山
下
町
長

指
定
避
難
所
１
０
３
ヶ
所
、
指
定
緊
急

避
難
場
所
42
ヶ
所
、
仮
設
住
宅
建
設
地

19
ヶ
所
選
定
し
て
い
る
が
、
見
直
す
。

問問問

問 問問

問

答 答答

答 答答

答 答

琴浦町地域防災計画
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澤田　豊秋 議員

防
災
減
災
対
策

琴
浦
町
に
は
、
自
衛
消
防
を
含
め

て
１
５
３
組
織
あ
り
、
初
動
対
応

で
町
と
地
域
と
の
連
携
は
と
て
も
重
要
だ

と
思
う
が
、
自
主
防
災
組
織
と
の
連
携
は

ど
の
よ
う
に
図
っ
た
の
か
。

連
携
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
連
携
は
重
要
で
あ
り
、
情

報
共
有
や
研
修
の
場
を
設
け
、
将
来
に
活

か
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
、
障
が
い
者
等
へ
の

対
応
は

　

高
齢
者
、
障
が
い
者
等
へ
の
情
報
提
供

は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
。

安
否
確
認
等
を
実
施

山
下
町
長

安
否
確
認
を
電
話
や
訪
問
な
ど
で
行
っ

た
。
障
が
い
者
世
帯
か
ら
避
難
の
相
談
が

あ
り
、
避
難
所
へ
の
準
備
援
助
や
避
難
場

所
の
個
別
対
応
を
し
た
。

避
難
所
の
目
安
は

　

こ
の
度
、
避
難
所
が
４
ヶ
所
開
設
さ
れ

た
が
、
そ
の
目
安
は
。

危
険
度
に
応
じ
て

山
下
町
長

避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、
避
難
指

示
を
発
令
し
、
危
険
度
に
応
じ
て
開
設
し

た
。

被
災
者
支
援
の
構
築
は

　

被
災
者
支
援
策
の
構
築
は
ど
の
よ
う
に

図
っ
た
の
か
。

各
種
支
援
を
構
築

山
下
町
長

県
・
町
で
対
策
を
協
議
し
、
被
災
者
住

宅
再
建
支
援
の
拡
充
や
、
住
宅
修
繕
支
援

金
の
創
設
を
は
じ
め
、
各
種
の
支
援
対
策

を
構
築
し
た
。

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
は

　

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
は
ど
の
よ
う
に

図
っ
た
の
か
。

的
確
な
初
期
対
応

小
林
教
育
長

日
ご
ろ
の
訓
練
を
生
か
し
た
的
確
な
初

期
対
応
を
行
っ
た
。

町
民
へ
の
情
報
提
供
は

　

速
や
か
に
情
報
提
供
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
い

山
下
町
長

放
送
が
遅
す
ぎ
る
、
津
波
の
情
報
が
な

か
っ
た
な
ど
の
指
摘
が
寄
せ
ら
れ
た
。
突

発
的
な
災
害
発
生
の
行
政
放
送
に
つ
い
て

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
い
。

減
災
活
動
に
ど
う
生
か
す
か

　

こ
の
度
の
教
訓
を
今
後
の
減
災
活
動
等

に
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

町
民
に
啓
発

山
下
町
長

震
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
広
く
町
民

に
啓
発
し
て
い
く
。

問問問

問 問

問問

答答 答

答

答答 答

自主防災組織との
連携は

できなかった

問

答

屋外拡声器
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徘

徊

対

策

認
知
症
の
不
明
者
は
、
全
国
で
３

年
連
続
１
万
人
を
超
え
て
い
る
。

認
知
症
の
人
が
予
想
以
上
に
長
距
離
を
移

動
し
て
、
居
住
地
以
外
で
保
護
さ
れ
る
こ

と
は
た
び
た
び
起
き
て
い
る
。
行
方
不
明

に
な
っ
た
人
を
探
す
住
民
参
加
の
模
擬
訓

練
を
し
て
い
る
の
か
。

平
成
21
年
度
に
県
内
で
初
め
て

の
徘
徊
模
擬
訓
練
を
行
っ
た
。

小
・
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た

キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
中
で
徘

徊
模
擬
訓
練
を
想
定
し
た
講
義
を
行
っ
て

い
る
。
一
人
で
も
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
す
る
こ
と
で
早
期
発
見
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

連
携
、
共
同
実
施
を

　

複
数
の
自
治
体
と
の
連
携
、
共
同
実
施

す
る
の
も
大
事
で
は
な
い
か
。

当
面
は
町
内
で

山
下
町
長

広
域
も
あ
る
が
、
当
面
町
内
で
い
ろ
ん

な
取
り
組
み
を
図
る
。

ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
考

え
て
い
る
か

　

住
み
な
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら

し
続
け
る
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、
ど
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
出
来
る
と
考
え
て
い

る
か
。

シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い
る

山
下
町
長

認
知
症
の
行
方
不
明
者
が
出
ら
れ
た
と

な
る
と
一
斉
送
信
し
て
、
こ
の
方
を
捜
し

て
く
だ
さ
い
と
い
う
形
で
登
録
さ
れ
た
方

に
情
報
が
行
っ
て
、
い
ち
早
く
皆
で
捜
索

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
い
る
。

地
域
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を

　

コ
ン
ビ
ニ
、
郵
便
局
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
等
、
店
舗
を
活
用
し
て
発
見
す
る
取

り
組
み
を
考
え
て
は
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る

山
下
町
長

い
ち
早
く
警
察
に
、
い
ち
早
く
行
政

に
、
そ
こ
に
は
全
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ

る
。
防
災
行
政
無
線
を
使
っ
て
、
全
町
民

に
呼
び
か
け
る
。
消
防
団
の
出
動
を
要
請

す
る
。
捜
索
に
当
た
る
。
今
ま
で
こ
の
手

法
で
や
っ
て
い
る
。

心
構
え
を

　

認
知
症
の
人
と
接
す
る
心
構
え
に
「
３

つ
の
な
い
」
が
あ
る
。

　

驚
か
せ
な
い
、
急
が
せ
な
い
、
自
尊
心

を
傷
つ
け
な
い
、
認
知
症
の
人
と
出
会
っ

た
時
の
心
構
え
と
し
て
大
事
な
言
葉
な
の

で
、
対
応
す
る
人
は
頭
の
中
に
入
れ
て
接

し
て
い
る
の
か
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
で
す

藤
原
福
祉
あ
ん
し
ん
課
長

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
一
番
最
後
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
町
で
も
ず
っ
と
言
っ
て

い
る
。

徘徊模擬訓練は

訓練は行った

問

答
新藤　登子 議員

問答

問 問

問

問 答答答

答
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集
落
支
援
員

集
落
支
援
員
の
人
選
体
制
が
な

さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
の
人
選

体
制
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

業
務
内
容
が
難
し
く
、
仕
事
が
イ

メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
。
フ
ル
タ
イ
ム

で
働
け
る
よ
う
な
適
任
者
が
人
選
出
来
て

い
な
い
。

公
募
す
る
の
か
。

　

来
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
対
象

地
区
に
限
ら
ず
、
広
く
公
募
す
る
こ
と
も

あ
る
の
か
。

全
国
規
模
を
視
野
に

山
下
町
長

人
材
の
確
保
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

全
国
規
模
と
い
う
こ
と
も
視
野
に
入
れ
る
。

ま
ず
、
以
西
地
区
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
、
支
援
員
を
配
置
し
行
政
と
地
域
が

連
携
し
、
町
づ
く
り
を
行
う
仕
組
み
作
り

を
し
、
そ
の
検
証
を
踏
ま
え
な
が
ら
他
地

区
に
広
げ
た
い
。

中

部

地

震

指
導
方
針
は
無
か
っ
た
か
。

　

保
育
園
児
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の

対
応
に
統
一
し
た
指
導
方
針
は
無
か
っ
た

の
か
。

学
校
防
災
計
画
を
策
定

小
林
教
育
長

町
内
の
小
・
中
学
校
は
、
学
校
管
理
規

則
に
基
づ
き
、
毎
年
４
月
に
学
校
防
災
計

画
を
策
定
し
、
教
育
委
員
会
に
提
出
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。

保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
は
。

　

積
雪
時
、雨
天
時
で
の
外
部
避
難
待
機
、

保
護
者
の
迎
え
待
機
時
の
対
応
は
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

検
討
が
必
要

山
下
町
長

様
々
な
気
象
条
件
化
で
の
外
部
避
難
待

機
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
等
を
含
め
て
対

策
な
り
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
対
応
ど
う
す
る
。

　

東
伯
総
合
体
育
館
で
は
天
井
の
損
壊
が

見
ら
れ
た
が
、
復
旧
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
。
他
の
避
難
施
設
に
お
い
て
の
被
害
は

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の

今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

対
策
を
実
施
す
る

山
下
町
長

避
難
施
設
等
の
天
井
や
壁
は
、
再
点
検

し
、
対
策
を
実
施
す
る
。
体
育
館
の
復
旧

は
来
年
の
９
月
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。

安
全
確
保
に
取
り
組
む

小
林
教
育
長

日
頃
の
訓
練
を
生
か
し
、
的
確
な
初
動

対
応
が
行
わ
れ
た
。
今
回
の
地
震
に
お
け

る
課
題
を
共
有
化
し
、
よ
り
安
全
確
保
に

取
り
組
み
た
い
。

問

問

問問

問

答

答答答

答答

小椋　正和 議員

集落支援員の人選は

28年度の配置は
出来ない

問

答

モデルケースとして期待されている旧以西小学校
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強制入所の理由は

法に照らし必要

問

答
青亀　壽宏 議員

障
が
い
者
福
祉

７
月
４
日
、
町
営
住
宅
か
ら
知
的

障
害
者
が
福
祉
あ
ん
し
ん
課
職

員
２
名
に
よ
り
施
設
に
収
容
さ
れ
た
。
措

置
入
所
で
、
強
制
で
す
。
強
制
措
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
と
は
、
い
っ
た
い

何
で
す
か
。

実
態
の
中
で
、
措
置
を
法
に
照
ら

し
て
我
々
の
判
断
と
し
て
必
要

だ
と
し
て
対
応
し
た
。

｢
立
入
調
査｣

行
っ
た
の
か

　

公
開
さ
れ
た
文
書
に
よ
れ
ば
、「
立
入

調
査
で
、
経
済
的
、
心
理
的
虐
待
を
確
認

し
、
擁
護
者
と
の
分
離
が
必
要
だ
か
ら
、

知
的
障
害
者
福
祉
法
に
よ
り
保
護
す
る
」

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
虐
待
の
有
無
が

問
題
に
な
る
が
、
立
入
調
査
は
い
つ
業
務

命
令
が
出
さ
れ
て
行
っ
た
の
か
。

答
え
る
こ
と
で
き
な
い　

山
下
町
長

何
か
を
引
き
出
そ
う
と
考
え
て
の
こ
と

か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
答
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

裁
判
官
は
ど
う
言
っ
て
い
る

　

９
月
26
日
鳥
取
家
裁
の
決
定
は
、
後
見

人
の
変
更
申
請
は
、
本
人
が
取
下
げ
、
後

見
人
の
変
更
は
な
い
。

　

裁
判
官
が
、
そ
の
と
き
に
町
の
担
当
職

員
に
さ
と
し
て
い
る
。
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

お
答
え
で
き
な
い

山
下
町
長

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

全
否
定
さ
れ
て
い
る

　

裁
判
官
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
当

局
の
言
っ
て
き
た
こ
と
を
『
全
否
定
』

し
て
い
る
。
そ
れ
を
町
長
は
報
告
を
受

け
、
決
裁
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

お
答
え
で
き
な
い

山
下
町
長

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

精
神
病
院
幽
閉
の
件
は

　

障
が
い
者
で
あ
る
息
子
を
虐
待
し
た

と
し
て
、
町
長
の
発
す
る｢

立
入
調
査

指
示｣

に
よ
り
、
強
制
的
に
施
設
に
措

置
入
所
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ば
か
り
か
、
父
親
は
、
立
入
調

査
の
協
力
要
請
で
同
行
し
た
警
官
３
名

が
、｢

自
傷
・
他
害
の
恐
れ
が
あ
る｣

と

い
っ
て
、拘
束
、精
神
科
閉
鎖
病
棟
に
３
ヶ

月
ぐ
ら
い
幽
閉
さ
れ
た
。

　
（
一
昨
年
）
11
月
に
起
こ
っ
た
、
こ
れ

問

問 問

問 答

答

答

答

答

も
理
由
は
虐
待
だ
。
本
人
は
否
定
し
て
い

る
。
虐
待
を
誰
が
確
認
し
た
の
か
。
説
明

し
て
く
だ
さ
い
。
虐
待
を
理
由
に
す
れ
ば

何
で
も
で
き
る
の
で
す
か
。

お
答
え
で
き
な
い

山
下
町
長

こ
の
件
に
つ
い
て
も
お
答
え
で
き
ま
せ

ん
。

　

今
年
に
な
っ
て「
防
犯
カ
メ
ラ
稼
働
中
」

の
看
板
が
ベ
タ
ベ
タ
貼
ら
れ
た
。
職
員
名

簿
が
配
布
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
こ
の
背
景

に
私
の
指
摘
が
あ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て

実
施
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
で
ど
う
し
て
「
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
」
に
な
る
の
か
。
満
身
の
怒
り
を
込

め
て
抗
議
し
、
質
問
を
終
わ
る
。

防犯カメラ作動中の表示



一 般 質 問

ことうら議会だより　第51号　2017年２月１日― 16 ―

桑本　　始 議員

地
域
再
生
戦
略

国
家
戦
略
特
区
を
使
い
、
歴
史
的

建
造
物
、
古
民
家
の
再
生
（
規
制

改
革
事
項
を
使
い
観
光
民
泊
）。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
策
も
含
め
、
各
市
町
に
宿
泊
拠

点
を
作
り
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
基
に
、
こ
の

中
部
に
観
光
・
食
と
田
舎
暮
ら
し
体
験
を

セ
ッ
ト
し
、
着
地
型
観
光
に
よ
る
移
住
・

定
住
を
推
進
し
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
外

貨
獲
得
企
画
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
設
を
山

下
町
長
自
ら
提
言
さ
れ
た
い
と
思
う
が
。

智
頭
町
は
民
泊
を
利
用
し
て
、
食

と
田
舎
暮
ら
し
体
験
、
そ
こ
を
拠

点
と
し
た
観
光
地
や
歴
史
的
遺
産
を
訪
れ

る
魅
力
的
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
実
施
さ
れ
、

外
国
人
観
光
客
古
民
家
を
好
み
、
民
家
に

泊
ま
り
食
や
暮
ら
し
を
堪
能
す
る
方
が
合

理
的
で
、
こ
の
機
運
が
あ
れ
ば
、
古
民
家

再
生
の
考
え
方
も
出
て
き
、
実
績
を
積
み

重
ね
ら
れ
る
と
、
特
区
の
構
想
も
視
野
に

入
る
と
思
う
。

ま
た
、
民
泊
と
セ
ッ
ト
で
農
業
や
漁
業

体
験
を
堪
能
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
も
重

要
。中

部
地
区
の
着
地
型
観
光
に
よ
る
外
貨

の
獲
得
と
移
住
・
定
住
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

創
設
の
構
想
は
考
え
て
い
な
い
が
、
外
国

人
観
光
客
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
各
方
面

と
の
連
携
や
情
報
発
信
の
充
実
な
ど
ニ
ー

ズ
を
捉
え
、
効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。観

光
入
込
客
の
増
加
策
は

　

琴
浦
町
、
北
栄
町
、
湯
梨
浜
町
、
倉
吉

市
の
古
民
家
、
歴
史
的
建
築
物
、
空
き
店

舗
を
各
市
町
が
民
泊
施
設
を
作
り
、
観
光

と
宿
泊
・
田
舎
暮
ら
し
体
験
セ
ッ
ト
を
企

画
し
、
温
泉
希
望
の
人
は
、
三
朝
・
羽
合

温
泉
に
宿
泊
し
て
い
た
だ
き
、
外
貨
を
獲

得
し
、
東
部
・
西
部
、
島
根
県
へ
の
流
出

を
防
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
は
。

問
題
は
人
材

山
下
町
長

観
光
は
広
域
的
に
と
思
っ
て
い
る
が
、

過
去
の
中
部
の
歴
史
（
市
町
村
合
併
）
の

中
で
、
思
う
よ
う
な
夢
と
し
て
描
か
れ
る

よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
な
い
現
実
に
自
問

自
答
し
な
が
ら
、
教
訓
か
ら
我
々
は
何
を

学
ぶ
か
。
や
は
り
問
題
は
人
材
だ
と
考
え
、

地
方
創
生
を
着
実
に
取
り
組
み
た
い
。

震
災
復
興
を
糧
に
今
が
チ
ャ

ン
ス

　

鳥
取
県
中
部
地
震
で
、
県
下
の
観
光
客

の
宿
泊
キ
ャ
ン
セ
ル
は
４
万
５
千
人
で
、

中
部
地
区
で
３
万
人
強
と
な
っ
て
お
り
、

被
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
中
、
風
評
被

害
に
負
け
な
い
た
め
に
も
、
中
部
地
区
の

経
済
の
復
興
に
向
け
、
観
光
、
移
住
・
定

住
対
策
は
広
域
的
な
着
地
型
観
光
の
企
画

を
、
中
部
ふ
る
さ
と
広
域
連
合
で
提
言
し

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

提
言
す
る

山
下
町
長

重
要
な
こ
と
で
あ
る
の
で
、
な
か
な
か

難
し
い
部
分
も
あ
る
が
、
中
部
ふ
る
さ
と

広
域
連
合
に
提
言
い
た
し
ま
す
。

問

問

問

答

答

答

プロジェクト創設を

中部ふるさと広域連合に
提言する

問

答

国家戦略特区の申請
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公共施設の耐震
総点検が必要では

再点検を行う

問

答
大平　高志 議員

震

災

対

策

震
災
発
生
時
に
重
要
な
事
に
適

切
な
退
避
行
動
と
避
難
場
所
の

確
保
が
挙
げ
ら
れ
る
。
東
伯
総
合
体
育
館

は
指
定
緊
急
避
難
場
所
に
も
関
わ
ら
ず
、

今
回
の
震
災
で
天
井
落
下
に
よ
り
使
用
禁

止
と
な
っ
た
。

　

安
全
性
の
確
保
の
た
め
に
公
共
施
設
の

総
点
検
が
必
要
で
は
な
い
か
。

避
難
施
設
を
含
め
各
公
共
施
設

の
構
造
体
や
非
構
造
部
材
も
含

め
再
点
検
し
、
危
険
性
が
高
い
と
の
検
証

結
果
を
得
た
場
合
は
そ
の
対
策
を
行
う
。

防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
か
防
災
頭

巾
の
支
給
を

　

地
震
に
対
し
、
退
避
時
に
子
供
た
ち
の

体
を
守
る
環
境
を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
。小
・
中
学
生
に
対
し
て
防
災
ヘ
ル
メ
ッ

ト
か
防
災
頭
巾
を
支
給
す
る
な
ど
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

研
究
し
て
み
た
い

小
林
教
育
長

安
全
確
保
の
為
に
防
災
ヘ
ル
メ
ッ
ト
ま

た
は
防
災
頭
巾
、
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を

準
備
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
な
対
策
と
考

え
る
が
、
研
究
し
て
み
た
い
。

福
祉
避
難
所
の
拡
充
を

　

一
般
的
な
避
難
所
で
は
生
活
に
支
障
を

来
す
方
な
ど
を
受
け
入
れ
る
福
祉
避
難
所

が
必
要
だ
が
、
新
聞
に
本
町
は
福
祉
避
難

所
が
不
足
し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
る
。

認
識
し
て
い
る
な
ら
拡
充
を
行
う
べ
き
で

は
。
現
状
も
含
め
認
識
を
聞
き
た
い
。

中
部
全
体
の
体
制
づ
く
り
も

山
下
町
長

要
援
護
者
の
一
時
避
難
所
と
し
て
町
内

の
介
護
事
業
者
等
10
カ
所
と
協
定
を
締
結

し
て
い
る
が
、
要
援
護
者
台
帳
の
登
録
者

は
１
，４
７
０
人
に
対
し
て
可
能
収
容
人

数
は
４
４
９
人
で
、
収
容
人
数
を
は
る
か

に
超
え
る
要
援
護
者
が
お
ら
れ
る
。

増
や
す
努
力
や
一
般
避
難
所
で
利
用
可

能
な
整
備
が
出
来
な
い
か
検
討
し
た
り
、

中
部
地
区
全
体
で
の
体
制
づ
く
り
の
強
化

な
ど
も
必
要
と
考
え
る
。

障
が
い
者
支
援

受
注
増
大
の
取
り
組
み
は

　

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
が
施
行
さ
れ

た
。
こ
の
法
律
で
は
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
、
就
業
の
実
態
に
応
じ
て
障
が
い
者

就
労
施
設
等
の
受
注
機
会
の
増
大
を
図
る

た
め
の
措
置
を
講
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
本
町
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

納
品
調
達
を
依
頼

山
下
町
長

町
で
は
、
こ
の
法
律
に
基
づ
き
毎
年
調

達
方
針
を
策
定
し
予
算
編
成
の
際
に
は
各

課
に
物
品
調
達
の
依
頼
を
し
、
可
能
な
限

り
受
注
の
機
会
を
確
保
す
る
事
で
自
立
促

進
に
繋
が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

工
賃
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
は

　

作
業
所
の
月
額
平
均
工
賃
が
１
万

６
８
１
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
障
害
者
年

金
と
合
わ
せ
て
も
ぎ
り
ぎ
り
だ
。
工
賃
向

上
の
た
め
に
数
値
を
決
め
て
取
り
組
ま
な

い
と
解
決
で
き
な
い
と
思
う
が
。

目
標
設
定
す
る

山
下
町
長

働
い
て
お
ら
れ
る
方
の
一
か
月
の
賃
金

も
認
識
を
し
て
い
る
。
27
年
度
の
実
績
等

を
踏
ま
え
、
目
標
の
設
定
を
し
た
い
。

問問

問

問 問

答 答

答答

答

要援護者が避難した保健センター
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が
ん
ば
る
地
域
プ
ラ
ン

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
実
施
さ
れ
る
。「
が
ん
ば
る

地
域
プ
ラ
ン
」
注 

を
今
後
も
継
続
す
る

た
め
に
も
、
新
た
な
る
プ
ラ
ン
策
定
が
必

要
だ
が
ど
う
か
。

関
係
者
に
意
向
を
伺
っ
た
が
事

業
要
望
が
特
段
無
か
っ
た
。
事
業

要
望
が
あ
れ
ば
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
計
画
を
作
成
す
る
。

関
係
機
関
に
確
認
は
し
た
の

か

　

関
係
機
関
に
は
ど
の
よ
う
に
確
認
し
た

の
か
。
対
象
か
ら
外
れ
た
団
体
、
生
産
組

織
に
も
確
認
さ
れ
た
の
か
。

普
及
所
、
Ｊ
Ａ
が
確
認
し
た

高
橋
農
林
水
産
課
長

確
認
は
普
及
所
、
Ｊ
Ａ
に
し
た
。
新
た

に
他
の
品
目
を
入
れ
た
い
と
い
う
要
望
が

あ
れ
ば
行
い
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
は

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
、
ど
の
よ
う
な

形
で
運
営
す
る
の
か
。
移
住
・
定
住
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
の
か
。

定
住
を
支
援
す
る

山
下
町
長

空
き
家
情
報
の
提
供
や
家
賃
補
助
を
行

う
こ
と
で
、
町
内
へ
の
定
住
を
支
援
す

る
。
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
や
日
常
生
活

の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、
地
域
で
の
定
住
の

後
押
し
を
し
て
い
き
た
い
。

町
独
自
の
補
助
は

　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
考
え
方
が
あ

る
。
行
政
の
建
物
で
は
な
く
、
空
き
家
を

活
用
し
、
移
住
・
定
住
に
結
び
つ
け
た
め

に
も
、
町
独
自
の
補
助
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

場
合
に
よ
っ
て
は
予
算
措
置

山
下
町
長

ス
ム
ー
ズ
に
定
住
に
移
行
す
る
た
め
の

措
置
は
必
要
。
他
の
町
を
参
考
に
し
な
が

ら
研
究
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
予
算
措
置

を
し
た
り
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
出
て

く
る
。

協
力
隊
が
活
躍
す
る
イ
メ
ー

ジ
は

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
地
域
に
密
着

し
、
そ
こ
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
た
り
、

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
町

長
が
考
え
る
協
力
隊
が
活
躍
す
る
町
の
イ

メ
ー
ジ
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

明
確
に
描
き
切
れ
て
い
な
い

山
下
町
長

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
明
確
に
は
描

き
切
れ
て
い
な
い
。
若
い
人
の
取
り
組
み

を
側
面
的
に
支
援
し
、
育
て
、
地
域
で
活

躍
し
て
も
ら
う
方
向
で
捉
え
る
べ
き
だ
。

新たなるプラン策定は

要望があれば作成する

問

答
語堂　正範 議員

問問

問問

問

答答

答答

答

注 

が
ん
ば
る
地
域
プ
ラ
ン
と
は

　

農
業
の
生
産
額
拡
大
や
担
い
手
の
育

成
な
ど
地
域
の
力
を
結
集
し
、
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
事
業
。

地域おこし協力隊
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特産品の評価・評判は

認知度に好影響

問

答

琴
浦
物
産
フ
ェ
ア

琴
浦
物
産
フ
ェ
ア
な
ど
の
開
催

状
況
と
琴
浦
特
産
品
の
評
価
や

評
判
、
琴
浦
の
認
知
度
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。

各
物
産
フ
ェ
ア
と
も
多
く
の
来

場
者
で
賑
わ
っ
た
。
琴
浦
町
の

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
農
産
物
の
効
果
に
よ

り
、
認
知
度
に
好
影
響
が
あ
っ
た
。

来
場
者
は
、
琴
浦
町
や
鳥
取
県
に
ゆ
か

り
の
方
や
地
方
に
関
心
の
あ
る
方
が
多

く
、
出
展
内
容
や
個
々
の
商
品
へ
の
関
心

が
高
い
と
感
じ
た
。

ま
た
、
バ
イ
ヤ
ー
の
関
心
が
高
く
商
談

が
進
ん
で
い
る
も
の
や
、
多
く
の
商
品
を

購
入
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
開
催
地
域
で

の
販
路
拡
大
へ
の
手
応
え
を
感
じ
た
。

来
年
度
以
降
の
開
催
要
領
は

　

町
の
支
援
体
制
は
ど
う
だ
っ
た
か
。
ま

た
来
年
度
以
降
の
実
施
計
画
や
開
催
要
領

に
つ
い
て
協
議
し
た
の
か
。

総
合
的
に
検
討
す
る

山
下
町
長

町
の
関
係
も
限
ら
れ
た
人
的
支
援
で
は

あ
り
ま
す
が
、
集
客
や
Ｐ
Ｒ
に
そ
の
役
割

を
果
た
し
、
出
展
や
商
品
の
イ
メ
ー
ジ
を

高
め
る
一
助
と
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

現
時
点
で
は
特
別
な
要
領
は
定
め
て
い

ま
せ
ん
が
、
各
出
展
者
に
事
前
説
明
を
十

分
に
行
い
有
意
義
な
出
店
と
な
る
よ
う
に

努
め
る
。

今
後
は
、
出
店
者
の
希
望
も
あ
り
、
開

催
地
や
会
場
な
ど
総
合
的
に
検
討
す
る
。

道
の
駅
「
琴
の
浦
」

完
成
後
の
活
用
方
針
は

　

琴
浦
パ
ー
キ
ン
グ
と
『
物
産
館
こ
と
う

ら
』
が
、「
道
の
駅
」
の
登
録
認
定
を
受

け
て
北
側
に
整
備
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

整
備
状
況
と
完
成
後
の
活
用
方
針
は
。

慎
重
に
検
討
す
る

山
下
町
長

川本正一郎 議員

問問

問

答答

答

道
の
駅
は
安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
環

境
の
提
供
、
地
域
振
興
へ
の
貢
献
を
目
的

と
し
て
町
の
玄
関
と
し
て
多
く
の
観
光
客

や
来
訪
者
を
迎
え
、
憩
い
の
場
・
町
の
活

性
化
と
交
流
人
口
増
加
の
機
能
を
託
し
て

お
り
、
国
道
９
号
へ
と
接
続
し
ま
す
。
現

在
、
情
報
提
供
窓
口
施
設
・
駐
車
場
・
ア

ク
セ
ス
道
路
な
ど
、
平
成
29
年
３
月
末
に

完
成
予
定
で
す
。　
　

今
後
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
交
通

の
利
便
性
や
物
産
館
こ
と
う
ら
へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
、観
光
客
の
町
内
へ
の
誘
客
等
、

企
業
と
の
意
見
交
換
を
す
る
な
ど
各
方
面

の
意
見
を
聞
き
、慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

イオン日吉津での琴浦物産フェア

道の駅「琴の浦」に認定された物産館ことうら



あ
と

　

 

が
き

本
号
は
、
最
近
の
琴
浦
町
議
会
の

前
例
の
な
い
二
つ
の
大
き
な
問
題
を

巻
頭
に
取
り
上
げ
、
報
告
し
て
い
ま

す
。
問
題
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

手
嶋
議
長
に
対
す
る
戒
告
の
懲
罰
と

議
長
不
信
任
の
可
決
で
す
。

議
会
に
は
自
律
権
が
保
障
さ
れ
て

お
り
、
誰
か
ら
も
干
渉
さ
れ
ず
議
員

自
ら
が
議
会
の
こ
と
は
議
会
が
律
す

る
原
則
で
す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
問

題
は
い
ず
れ
も
法
に
則
り
、
議
会
の

ル
ー
ル
を
遵
守
し
て
審
議
さ
れ
、
琴

浦
町
議
会
と
い
う
機
関
の
意
思
と
し

て
確
定
し
、
内
外
に
示
し
た
も
の
で

す
。
議
員
は
こ
の
決
定
に
拘
束
さ
れ

る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
の
代
表
と
し
て
議
会
制
民
主

主
義
の
原
則
に
立
っ
た
対
応
が
こ
れ

か
ら
も
一
層
重
要
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

（
青
亀　

壽
宏
）

　
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

語
堂　

正
範

副
委
員
長　

大
平　

高
志

委
員　
　
　

青
亀　

壽
宏

委
員　
　
　

高
塚　
　

勝

委
員　
　
　

桑
本　

賢
治

委
員　
　
　

澤
田　

豊
秋

表
紙
写
真

琴
浦
町
消
防
団
出
初
式（
１
月
８
日
）

下
伊
勢
の
犬
加
美
堤
で
一
斉
放
水
。

10 月 25 日・26 日の２日間「町村議会広報研修会」が
東京のシエーンバッハ・サボーで開催された。

最初は、「わかりやすく、伝わる広報紙の表記」という
内容で、一つ目は短く書く、二つ目は重複を省く、三つ
目は具体的に書くということ。　　　

次に、「読まれて、伝わる議会広報紙ドラッカーに学ぶ」
という内容で、広報紙の役割は「組織と社会との望まし
い関係づくり」という考え方のもと、なぜ広報紙は読ま
れないのか、広報紙で何がしたいのか、ターゲットは誰
に向けてなのかという、誰に読ませたいのか、明確にす
ることの必要性を学びました。

最後は、「クリニック優秀賞受賞紙から学ぶ企画編集」
という内容で、広報紙を作成する上での重要なポイント
を学びました。　

11 月 24 日、平成 27 年度に町村議会広報全国コンクール
で３位を受賞された大山町議会広報常任委員会と「議会だよ
り」の充実を目指して編集方針等について学び、意見交換を
行った。

また、学んだことを参考に、さっそく議会だよりの編集の
理念と方針を作成しました。

大山町議会広報委員会との意見交換

全国町村議会広報研修会
議会広報常任委員会

琴浦町議会広報編集理念・方針
【理念】
１．住民目線で読みやすい内容にする
２．議会だよりならではの内容にする
３．中学生でも読むことのできる広報紙

にする

【方針】
１．住民の声を反映させるための工夫を

行う
２．専門用語を避ける
３．写真を多く使用するように努める
４． １つの文書をできるだけ短くする
５．内容の重複が無いように努める


